
展示「滋賀県と博覧会」 
平成２２年５月１０日～６月１１日 

 

１ 博覧会のはじまり 明治初期     

政府が主催した博覧会だけでなく、有力者が呼びかけ人となった 

博覧会などが各地で数多く行われた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

彦根旧城において博覧会開場につき出品

方布達     

明治 9年（1876年） 

 

もと彦根藩士の武
ぶ

節
せつ

貫治らが呼びかけ人

となって、彦根城で博覧会が行われた。 

井伊家を始め個人や寺社など100を越え

る出品者から仏像などの美術・骨董品や地

球儀・胎児の標本など博物学的なものな

ど、802 点にものぼる展示品が集められ

た。 

京都博覧会開催の布令  

明治 5年（1872年）

 

京都博覧会社(後に京都博覧協会)が主催

した第 1 回京都博覧会が西本願寺など

を会場として開かれた。 

展覧と売買のため、隠すことなく品物を

差し出すよう県から達せられている。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多羅尾村の大卵、京都博覧会へ出品           明治 10年(1877年） 

甲賀郡の多羅尾村の鶏が産んだ大きな卵には、中にもう一つの卵が入っていた。「卵中

に卵を含生するはまた奇」として、県はその年の京都博覧会へ殻を出品した。 

卵は周囲 6寸 4 分（約 19cm）、重さ 45 匁（約 169ｇ）、中の卵は 4寸 6 分（約

14 cm）、14匁（約53ｇ）だった。 

博覧会への出品要請 

    明治5年（1872年）

 

布令にもかかわらず第 1回京

都博覧会への出品物は集まら

なかったようで、県下の「当

国の名品」を多少にかかわら

ず差し出すよう、リストをあ

げて再度通達している。  

 



２ 内国勧業博覧会の時代 

  産業振興を目的に「内国勧業博覧会」が開催される  

        （ 第１回～３回 東京上野、  第４回 京都 、 第５回 大阪 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

内国勧業博覧会滋賀県自費出品表  

明治10年（1877年）

 

県は米や生糸、蚊帳などのほかに栗太

郡里村（現在の大津市田上）のトパー

ズ、坂田郡国友村の気銃砲、高島の硯

などの特産品を出展した。 

このうち、トパーズや漆器の出品者な

どに賞牌が授与されている。 

第１回内国勧業博覧会規則      

明治９年(1876年） 

 

各地の産物を集め、優劣を比較し、「農

工の勧奨」や「商業の便路を開張」す

ることを目的として東京の上野公園で

内国勧業博覧会が開かれた。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

内国通運会社荷物取り扱い案内       

明治 22年（1889年） 

全国で開催された博覧会では荷物の運送が頻

繁に行われたため、運送会社から県に受注願

いが出されている。 

大阪の内国通運会社（のちの日本通運）の広

告によると、午後2時までに出荷した荷物は

300目（1.125kg)なら１銭5厘で当日に配

達できる「市内互通小荷物早達便」を明治22

年の段階ですでに始めている。 

荷物破損に対する補償について       

明治 23年（1890年） 

出品物を運送中に破損してしまうこともあっ

たようだ。 

内国勧業博覧会へ出品した 40円あまりの品

物の損害の補償を 20 円にしてほしいと日本

運輸会社は願い書を出している。 



 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 博覧会の発展 

産業振興に目的を絞った共進会やテーマを持った博覧会が開かれていく 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第４回内国勧業博覧会の滋賀県 

における施設事業  

    明治 28年（1895年）

 

「平安奠都
て ん と

紀年祭」として内国勧

業博覧会が京都でも開かれた。県

では、多くの内外国人を誘致しよ

うと観光案を作っている。 

大津町では天孫神社の「古器物展

覧」や琵琶湖岸での「捕魚観覧」

などを計画している。 

第４回関西連合府県共進会               明治 25年（1892年）

「第4回関西連合府県共進会」は奈良の大仏殿で開催され、近畿のみならず北陸・中

国・四国も含めた2府12県が参加した。４月１日から５月20日までの会期中、合

計10万人の来場者があり、その中には外国人も200人含まれている。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第４回関西連合府県共進

会における売り上げ報告  

明治 25年（1892年） 

            

博覧会や共進会では商品

の展示とともに販売が行

われた。 

この共進会では、県の出品

者 の 売 り 上 げ 合 計 は

1,035円になった（当時、

小学校教員の初任給は 5

円ほど）。期間ごとに売り

上げが細かく報告されて

いる。 

平和記念東京博覧会看守人服装見本、色

地見本    大正 11年（1922年）

        

第一次世界大戦後に「世界の平和を記念し

帝国産業の発達に資」するために開催され

た博覧会は、蚕糸館、農業館などのほかに

南洋館、朝鮮館、満蒙館などが作られた大

規模なものだった。 

博覧会側が出品物を管理する「看守人」を

斡旋し、その衣服も受注によって用意する

など、全国からの出品者の便宜を図ってい

た。 


